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男子決勝（１０月２９日） 

        

 弘前工業高等学校   ３            ０  五所川原工科高等学校  

                        

 

                  ファーストレフリー     新 岡 勇 士       

                  セカンドレフリー      川 村 陽 平      

 

 ４大会連続４４回目の優勝を目指す弘前工業高校（以下弘工）と 4大会ぶり９回目の優

勝を目指す五所川原工科高等学校（以下五工）との対戦。               

 第１セット序盤、弘工は渡辺・三浦拓の高さのあるスパイクで加点、対する五工は粘り

強いレシーブと的を絞らせない攻撃で反撃、一進一退の攻防が続く。中盤弘工は渡辺の連

続得点で１６－１３とし１回目のタイムアウト。その後弘工は決定機を作るも決めきれ

ず、五工は三橋のスパイクで１点差まで追い上げるが、弘工鎌田のスパイクで点差を広げ

２１－１７で２回目のタイムアウト。弘工は鎌田の攻撃でさらに点差を広げ第１セットを

先取。                                      

 第２セット、五工は三橋のブロックやサーブで加点、弘工は鎌田のライト攻撃・三浦拓

のクイックで中盤まで互角の戦いを繰り広げる。五工はセッター伊藤の華麗なトス回しか

らアタッカーが躍動し、弘工はクイックを中心に加点し、２１－１８で五工が１回目のタ

イムアウト。その後も弘工は長内のクイックで加点、五工は三橋のスパイクで反撃し粘り

を見せ、２３－２０で弘工１回目のタイムアウト。最後は弘工柴田のスパイクで２セット

目も取る。                                    

 第３セット、弘工は三浦拓のスパイクで先制、五工は組織的なブロックで相手の攻撃を

防ぐも、ミスが続き１０－６で五工が１回目のタイムアウト。五工は小林のスパイクが冴

え中盤に追いつくが、弘工は長内のクイックで点差を広げ、１８－１６で五工が最後のタ

イムアウト。弘工は三浦拓・渡辺のスパイク、長内の高さのあるブロックとクイックで加

点、五工は三橋のスパイクで粘るも、最後は弘工の高さのあるブロックが相手のミスを誘

い、弘工が４大会連続４４回目の優勝を決めた。                   
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